
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践
・主体的・対話的で深い学びによる学力
の定着に向けた授業実践。

○「相手意識と目的意識を明確にし自ら
の考えを自らのことばで表現できている
と思う」と回答した児童が８０％以上

・授業では「聞く・書く・考える・話し合う」場の設
定をし、児童による振り返りを必ず入れる。
・表現の基礎となる音読集の暗唱に取り組む。
・長期休業中に学力向上についての校内研修
を実施し、全学年で研究授業を実施する。

・ ・ ・
学力向上コーディネーター
研究主任
かしこさ部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○全校児童の「心の教育」に計画的に
取り組めたという教員90%以上
○「友達と仲良く遊んだり、声をかけたり
することができた」という児童90％以上

・全校で「いじめ・いのちを考える日」や人権教室に
計画的・組織的に取り組む。
・道徳の授業づくりや、児童への日々の声かけなど
「豊かな心」を育む指導の共通理解を図る。
・自分や友だちのよさを見つけたり,認めたりできる
活動に取り組む。（友達だいす木の取組）

・ ・ ・
人権・同和教育主任
やさしさ部

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○学校が「楽しい」「安心できる」と思う児
童90%以上
○いじめの早期発見、早期対応のため
に組織的に取り組めたという教員９０％
以上

・毎月の教育相談・生徒指導協議会において、いじ
めの早期発見の視点からの情報交換を行ったり，
心のアンケートで見られた問題点などの共有を
図ったりする場を設ける。
・毎学期、教育相談週間を設定し、児童一人一人
の思いに寄り添う学級経営を工夫して行う。

・ ・ ・

やさしさ部
教育相談担当

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童８０％以
上
●◎「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした児童８０％以
上

・児童の実態把握に努め、適切な評価を行う。
「ほめる週間」の設定で意識を高める。
・地域の教育資源や人材等を積極的に活用し
た「ふるさと学習」を推進し、ふるさと富士町へ
の誇りを高めさせていくとともに、キャリアパス
ポートの有効な活用を図り、各自の夢をもたせ
る。

・ ・ ・

キャリア教育担当
教務部

●「運動習慣の改善や定着化」

●「健康を考えて行動できる能力の育
成」

●授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童７０％
以上

●「健康は何より大切だ」「保健で学習し
たことを、自分の生活に活かしている」と
答えた児童８０％以上

・体育の授業資料等を教師間で共有し、運動の楽
しさに触れられるような授業づくりを工夫する。
・縦割りグループの活動（なわとび大会）や各学級
で県スポーツチャレンジに取り組むとともに、外遊
びを推奨する。

・保健便りや学校・学級だよりを用いた保護者への
啓発や、中学部と連携した「すこやか週間」の実
践、「生活振り返りカード」の活用により「早寝早起
き」の習慣を定着させる

・ ・ ・

たくましさ部
体育主任

〇「安全に関する資質・能力の育成」 ○児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にし、
災害時対応の各避難訓練では、５分以
内に全校避難を完了させる。

・交通安全教室や日頃の指導により安全
に対する児童の意識を高める。
・年間４回の全校避難訓練を実施する。

・ ・ ・
たくましさ部
安全教育担当

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・定時退勤日、マイ定時退勤日の設定とと
もに掲示物やモニターを活用した意識の
向上を図る。
・年休取得を推進する。（年間14日以上）

・ ・ ・
教務部

○全職員で行事の精選や統合等の見
直しを行う。

○会議の１割削減を目指し、毎学期、行
事の精選や統合に取り組む。

・学校行事に係る時間の見直しを建設的
に行う。

・ ・ ・

●特別支援教育の充実
○特別支援教育に関する教員の専門性
と意識の向上

○特別支援教育に関する専門性が向上
したと回答した教員９０％以上

・特別支援教育に関する研修会の実施
・ケース会議の開催、関係者間での情報
共有

・ ・ ・ やさしさ部
特別支援教育CO

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○小中連携

○「9年間の学び」を意識した小中連携による児
童生徒の育成

○すべての学年において、中学部との交流授業
や乗り入れ授業を行う。中学部との連携がとれ
ている肯定的に答える保護者９０％以上。
○教科の指導内容や方法等について、中学部
と連携ができたと考える教師の割合90%以上

・小中合同協議会の内容を充実させ、効果的な合
同研修会を実施する。対話による相互理解・共通
理解を図る。
・児童理解や9年間を見通した学習習慣・規律な
ど、連携についての工夫を図る。

・ ・ ・

教務部

○コミュニティスクール

○学校運営協議会の充実と情報発信による地
域に開かれた学校づくり

○保護者及び学校運営協議会委員の学校情報
メール加入率100％
〇学校運営協議会委員の学校行事参画10回以
上
○学校HPを見たことがあるという保護者90%以
上

・「学校便り」「学校HP」「学校情報メール」の活用及
び学校運営協議会や地域学校協働活動推進本部
を核とした連携を強化する。
・保護者や地域への積極的な情報発信・受信を行
う。

・ ・ ・
教務部
学校HP担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・各教科において「知識・理解」より「思考・判断・表現」の項目が下回っており，表現する力や獲得した知識を活用する力が不足している。９年間を見通して中学校が目指す生徒の主体性育成のために小学部では、自らの考えを自らのことばで表現できる児童の育成が必要である。

・「心の教育」においては、いじめの早期発見・早期対応のため、日頃の見とり、アンケートなどから得られた児童の情報を全職員で共有し、児童は安心して学校生活を送ることができた。また、小中でも話し合いの機会を設け、互いの児童生徒理解が進んだ。

・「健康・体つくり」においては、児童が朝食をきちんと食べるようになっており、睡眠時間については、9時間睡眠ができてない児童もいるが、保護者の意識は高まっている。

・小中連携では合同協議会や、合同行事、合同校内研究、合同職員研修の実施により連携のとれた子どもの育成ができた。

２　学校教育目標 地域を担う夢に向かって伸びゆく富士っ子の育成

３　本年度の重点目標

①　基礎学力の確実な定着と児童の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業力向上
②　自他の命を大切にし、郷土を愛する心豊かな児童を育てる。（道徳教育・人権教育の充実、小中できめ細やかな児童生徒家庭支援）
③　心身共に健やかでたくましい児童を育てる。（基本的生活習慣や学習規律の確立、外遊びの推奨）
④　地域に信頼される「開かれた学校づくり」の推進。（コミュニティ・スクールの有意義な活用、HP等を活用した地域、保護者への啓発）

学校名 佐賀市立富士小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


